
概要 / 目的:

日本の新規制基準に対する
HTTR許認可の経験

高温工学試験研究炉（HTTR）の固有の安全設計と安全性実証試験の結果を

用いた新たな安全理論が日本の原子力規制委員会に承認された。この結果、
HTTRの再稼働に向けて、原子力機構は2020年6月3日、新規制基準に基づく
原子力規制委員会の許可を得た。HTTRは、高い固有の安全性を有している
ため、追加の補強を行うことなく再稼働できる見込みである。HTTRの再稼働
後には、様々な活動が予定されている。OECD/NEA LOFCプロジェクトにおける
安全性実証試験、熱利用システムの技術実証試験、HTTRを活用した国際協
力・人材育成等が予定されている。

講演者紹介:

石塚悦男博士は、日本原子力研究開発機構の高温工学
試験研究炉部HTTR技術課の課長を務めている。1999年、

東京大学で博士号を取得。現在は、炉心の管理・運転に
関連する技術開発を担当している。この許認可対応にお
いて、HTTR技術課は、施設の耐震性評価と設計基準を超
える事故を担当した。
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1. HTTRに対する新規制要件
HTTRに対する新規性基準を、以前の基準と比較して説明した。

2. HTTRの再稼働に向けて
HTTRの再稼働に向けた許認可に関する活動を整理した。



3. 安全要件
モジュラー高温ガス炉と軽水炉の安全要件の比較が示された。

4.安全重要度分類

固有の安全設計と安全性実証試験の結果に基づき、既存の原子力発電所とは
異なるHTTR独自の分類をNRAに提案した。



5. NRAによるHTTR安全評価結果 (1/2)
地震、津波及び機器等の健全性に関するNRAによる安全評価結果を説明した。

6. NRAによるHTTR安全評価結果 (2/2)
火災、電源の信頼性及びBDBAに関するNRAによる安全評価結果を説明した。
HTTRは固有の安全性を備えているため、大幅な追加補強無しに再稼働できる見
込である。




